
バッテリバックアップユニットの取り付

け

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータは、最大 3つのバッテリバックアップユニット（BBU）
をサポートします。これらのバッテリバックアップユニットは、ルータの AC電源に障害が
発生した場合や使用できない場合にルータに電力を供給します。ここでは、BBUの機能と設
置手順について説明します。

次の内容について説明します。

•バッテリバックアップの操作（1ページ）
• BBUステータス（2ページ）
•バッテリバックアップモード（3ページ）
• BBUライフサイクルの取り扱いと保管に関するガイドライン（3ページ）
• BBUの取り付け準備（6ページ）
• BBUのコンポーネント（7ページ）
•活性挿抜（OIR）（9ページ）
•ルータへの BBUの取り付け（9ページ）
• BBU技術仕様（18ページ）

バッテリバックアップの操作
BBUは、AC電源が使用できない場合に非常用電源をルータに提供します。

ルータは最大 3つの BBUをサポートします。ユニットは IR8140Hの中央前面に取り付けられ
ています。3台の BBUを取り付けると、AC電源に障害が発生した場合に、フル装備のシステ
ム上で最大8時間のバッテリバックアップ電源を使用できます。BBUは現場で交換できます。

ルータの電源がオンで、正常に動作しているときに、BBUをルータに取り付けることができ
ます。

BBUの内部コンポーネントには、バッテリセル、一次保護回路、残量ゲージ、および充電器
が含まれます。BBUの詳細については、BBUのコンポーネント（7ページ）を参照してく
ださい。
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図 1 :ルータに取り付けられたバッテリバックアップユニット

説明Cisco製品 ID（PID）アイテム

バッテリバックアップユニットルータは最大 3つのBBU
をサポートします。

IRMH-BATT-4AH1

BBUステータス
ルータへの電力供給を開始する前に、まず BBUを有効にする必要があります。BBUは、次の
条件の少なくとも 1つが満たされるまで、ルータに電力を供給し続けます。

•すべての BBUが完全に放電した。

•ルータへの AC電源が回復した。

•ソフトウェアコマンドを使用してBBUを無効にされた（『Cisco Catalyst IR8140 Heavy Duty
Series Router Software Configuration』（英語）を参照）。

ルータの電力パスの選択と、BBUが動作を開始する条件に関する技術的な詳細については、
BBU技術仕様（18ページ）を参照してください。

（注）
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バッテリバックアップモード
ここでは、ルータが AC電源から BBU電源に切り替わる際のルータ設定および動作機能への
影響について説明します。

BBU容量
ルータは、一度に最大 3つの BBUをサポートします。非常用電源の要件を満たすために、必
要な数の BBUを最大 3つ取り付ける必要があります。

ルータにバックアップ電源を供給している間に、取り付けられているすべてのバッテリが完全

に放電すると、ルータは dying gaspメッセージを送信してからシャットダウンします。

ルータ設定

ルータが AC電源から BBU電源に切り替えられても、ルータソフトウェアの設定は影響を受
けません。

ユニバーサルインターフェイスモジュールの動作

デフォルトでは、ルータが AC電源から BBU電源に切り替わっても、スロットに取り付けら
れた UIMは正常に動作します。

ルータが BBU電源に切り替わったときに、特定のモジュールの電源を自動的にオフにするよ
うにルータを設定できます。

BBUライフサイクルの取り扱いと保管に関するガイドラ
イン

ここでは、BBUライフサイクル中の BBUのステータスと状態、およびそのアプローチと管理
方法について説明します。

BBU保管関連の定義
•有効期間：有効期間は、BBUの過放電を回避するために BBUの再充電が必要になるまで
の時間の長さです。

•充電状態：充電状態（SOC）はバッテリの充電量であり、パーセンテージ値で表されま
す。たとえば、SOCが 100％ の場合はバッテリが完全に充電された状態を表し、SOCが
0％ の場合はバッテリが完全に放電された状態を表します。
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BBUの出荷および受領ガイドライン
BBUの出荷および受領のガイドラインは、BBU SOCステータスと、BBUライフサイクルのこ
の段階での管理方法を定義します。

•シスコは、シスコの契約製造業者から 60％ 以上の SOCで BBUを出荷しています。

•各BBUには、シスコの契約製造業者から受け取った時点で 50%以上のSOCが必要です。

•最小 SOCを 50％ とすることで、シスコの契約製造業者から出荷されて顧客が SOC
の確認を行うまでの間に約 10週間の猶予が与えられます。

• SOCは週に約 1％ 減少します（自己放電による）。

• BBU SOCのステータスは CLIを使用して確認できます。

• SOCが 50％ 未満の BBUは、システムインテグレーターまたは顧客が SOCの 50％ を
超えるまで充電する必要があります。

BBUの保管と取り扱いに関するガイドライン
BBUの保管と取り扱いに関するガイドラインでは、BBU有効期間と、BBUのライフサイクル
のこの段階での管理方法を定義します。

•放電が無効になっているルータに、無効化された BBUが取り付けられている場合の有効
期間、またはスペア BBUの有効期間は、通常 6〜 12ヵ月です。

• AC電源に接続する前の BBUの有効期間は最低 21日です。

•顧客サイトでの長期保管が予想される場合、BBUの有効期限が切れる前に充電しなくて
はなりません。

• AC電源が切断され、Cisco IR8140Hルータがサービスから削除された場合は次のようにな
ります。

•ルータは BBUから供給される DC電源に切り替わり、約 8時間電源が入ったままに
なります。

• 8時間後、BBUは低電圧切断に達し、残りの有効期間は最低 21日間になります。

• BBUの有効期間を最大 365 + 21日に延長するために、ルータをサービスから削除す
るときに BBUを BBU無効モードにする必要があります。

•残りの有効期間は、AC電源の切り離し前の SoCと BBUが BBU無効モードになって
いるかどうかによって異なります。

• SoCが 0％ の BBUを無効にすると、最小有効期間は 21日間、SoCが 100%の BBU
を無効にすると、最大有効期間は 386日間になります。
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BBUの再充電
BBUを再充電するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ルータを AC電源に接続します。

ステップ 2 BBUを有効にします。

ステップ 3 BBUごとに少なくとも 8時間の充電時間を確保します。つまり、ルータごとに BBUが 3つある場合は、
ルータごとに 24時間の充電時間を確保します。

ステップ 4 充電時間が終了したら、BBUをこのルータのバックアップ電源として使用しない場合は、BBUを無効にし
ます。

BBUの交換
ルータの BBUを交換する場合は、次のことを強く推奨します。

•すべての BBUを交換する。

•交換するすべての BBUが同じバージョンであることを確認する。

ルータが異なる BBUバージョンで動作している場合、BBU機能が誤動作する可能性がありま
す。

BBUを交換するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 前面プレートからの BBUケージの取り外し（14ページ）およびBBUケージからの BBUモジュールの取
り外し（11ページ）の指示に従って、ルータから BBUモジュールを取り外します。

ステップ 2 ルータのすべての BBUを同時に交換します。

（注）

使用済みの BBUと新しい BBUを混在させないでください。

BBU廃棄ガイドライン
BBUの廃棄手順
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•保証対象のルータについては、標準の Cisco Return Material Authorization（RMA）手順に
従ってください。

•シスコがBBUまたはBBUのセットを、障害分析のために返品する事なく廃棄可能な機能
不全アイテムと判断した場合、交換のために取り外した BBUは、現地のガイドラインに
従って廃棄する必要があります。

•米国およびカナダのお客様は、www.call2recycle.orgを利用して、リチウムイオン BBUを
適切にリサイクルする必要があります。

•米国およびカナダ以外の地域でのリサイクルについては、お客様の国または地域に固有の
ガイダンスをシスコの電子メール（environment@cisco.com）までお問い合わせください。

•現地での回収およびリサイクルに関する詳細については、www.cisco-returns.comを参照し
てください。

BBUの取り付け準備
BBUをルータに取り付ける前に、次の注意事項が守られていることを確認してください。

必要な工具

BBUケージ内の BBUの取り付けまたは取り外しには、＃1 プラスドライバを用意する必要が
あります。次の工具も必要です。

• T15トルクドライバ

• 10 mmソケットドライバ

安全上の警告

設置の安全性と設置場所の準備の安全上の警告も読むことをお勧めします。

火災、爆発、または可燃性液体やガス漏れのリスクを軽減するには：

•交換用バッテリは元のバッテリと同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使
用してください。

•分解、粉砕、破壊、鋭利な道具を使った取り外し、外部接点のショート、火中への廃棄は
行わないでください。

•バッテリがゆがんだり、膨らんだりしているときは使用しないでください。

•を超える温度でバッテリを保管または使用しないでください。

•よりも低い低気圧環境でバッテリを保管または使用しないでください。

警告
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ルータが異なる BBUバージョンで動作している場合、BBU機能が誤動作する可能性がありま
す。

静電破壊の防止

BBUは静電放電（ESD）によって破損しやすいコンポーネントです。静電破壊は、電子カード
またはコンポーネントの取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害を引き起

こす可能性があります。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

•常に静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用してください。

•ストラップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続してください。

• BBUを静電気防止用シートの上に置くか、静電気防止用袋に収めてください。BBUを返
却する場合には、ただちに静電気防止用袋に入れてください。

•バッテリと衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは身体の静電気
からバッテリを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破壊の原因になることがありま

す。

•装着が完了するまでリストストラップは外さないでください。

BBUのコンポーネント
このセクションでは、BBUを設置する際に理解しておく必要がある BBUコンポーネントにつ
いて説明します。

この項で説明するコンポーネントの技術仕様については、BBU技術仕様（18ページ）を参照
してください。

（注）

各BBUの背面にプラグコネクタ、前面にソケットコネクタがあります。また、背面にBBU位
置合わせピンがあり、前面に位置合わせ穴があります。BBUが相互に接続されると、前面と
背面が結合します。プラグコネクタは、ソケットコネクタにかみ合い、位置合わせピンは位置

合わせ穴にかみ合います。すでに取り付けられているバッテリに 2番目または 3番目のバッテ
リを接続する場合は、位置合わせピンと穴を使用してバッテリの正しい位置を確認し、バッテ

リコネクタの位置を合わせます。
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図 2 :バッテリバックアップユニットの背面

説明アイテム

BBU位置合わせピン1

BBUインターフェイスプラグ2

BBUモジュールの BBUブラケット内に BBUを固定したり、BBU同士を
固定してスタックしたりするための非脱落型ネジ（6本）

3

図 3 :バッテリバックアップユニットの前面

説明アイテム

BBUインターフェイスソケット1

BBU位置合わせ穴2
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説明アイテム

BBUモジュールの BBUブラケット内に BBUを固定したり、BBU同士を
固定してスタックしたりするための非脱落型ナット（6本）

3

活性挿抜（OIR）
BBUの活性挿抜（OIR）は、Cisco IOS XEリリース 17.7.1の IR8140Hでサポートされていま
す。

ルータへの BBUの取り付け
この項では、BBUをルータに取り付ける方法について説明します。新しい BBUは、受け取っ
た時点で約 50％ 充電されています。

ルータに BBUを設置する場合、ルータに AC電源が供給されていなければ、BBU（無効状態
でない場合）は、ルータが接続されるとすぐにルータへの電力供給を開始します。

注意

現場での設置前に BBUがルータに電力を供給しないように、BBUは出荷時に無効になってい
ます。必要に応じて BBUを充電し、ルータに電力を供給できるように、取り付け直後に BBU
を有効にします。

ルータに BBUを取り付ける手順は、次のとおりです。

1. BBUケージへの BBUモジュールの取り付け（9ページ）

2. 前面プレートへの BBUケージの取り付け（11ページ）

3. ルータへの BBUアセンブリまたはブランクの取り付け（14ページ）

ルータから BBUを取り外す手順は、次のとおりです。

1. ルータからの BBUアセンブリまたはブランクの取り外し（17ページ）

2. 前面プレートからの BBUケージの取り外し（14ページ）

3. BBUケージからの BBUモジュールの取り外し（11ページ）

BBUケージへの BBUモジュールの取り付け
BBUケージに BBUモジュールを取り付ける手順は、次のとおりです。
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BBUケージ4位置合わせ穴1

BBUセキュリティタブ5非脱落型ナット（6）2

BBUケージピンノッチ3

手順

ステップ 1 最初のBBUモジュールを取り付けるには、次の図に示すように、BBUピンをBBUケージのピンノッチと
合わせ、No.1プラスドライバで 6本の非脱落型ネジを順番に 7〜 9インチポンドのトルクで締めます。

ステップ 2 2番目の BBUモジュールを取り付けるには、BBU位置合わせピンを BBU位置合わせ穴に合わせ、プラグ
とソケットのコネクタを一緒に押します。次の図に示すように、No.1プラスドライバを使用して 6本の非
脱落型ネジを順番に 7〜 9インチポンドのトルクで締めます。

ステップ 3 3番目の BBUモジュールを取り付けるには、BBU位置合わせピンを BBU位置合わせ穴に合わせ、プラグ
とソケットのコネクタを一緒に押します。次の図に示すように、No.1プラスドライバを使用して 6本の非
脱落型ネジを順番に 7〜 9インチポンドのトルクで締めます。
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BBUケージからの BBUモジュールの取り外し
BBUケージから BBUモジュールを取り外すには、最後の BBUモジュールから始めて、BBU
ケージの背面に向かって内側に移動する必要があります。

手順

ステップ 1 No.1プラスドライバを使用して 6本の非脱落型ネジを緩め、BBUモジュールを取り外します。

ステップ 2 次の BBUモジュールに進み、すべてのモジュールを取り外します。

前面プレートへの BBUケージの取り付け
BBUケージを前面プレートに取り付ける手順は、次のとおりです。

バッテリバックアップユニットの取り付け
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手順

ステップ 1 次の図に示すように、BBUケージまたはアセンブリを前面プレートに合わせます。前面プレートのコネク
タレリーフに対する BBUセキュリティタブの位置に注意してください。

図 4 :前面プレートへの BBUケージの取り付け

BBUセキュリティタブ4前面プレート1

M3.5ネジ（6）5コネクタリリーフ2

BBUモジュール6BBUケージ3

ステップ 2 次の図に示す位置に 6本のM3.5ネジを挿入します。次の図に示すように、ネジを順番に 10〜 12インチポ
ンドのトルクで締めます。
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これで、BBUアセンブリをルータに取り付ける準備ができました。
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前面プレートからの BBUケージの取り外し
BBUケージを前面プレートから取り外す手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 T15トルクドライバを使用して、BBUケージを前面プレートに取り付けている 6本のM3.5ネジを取り外
します。ネジは廃棄しないでください。

ステップ 2 前面プレートから BBUケージまたはアセンブリを取り外します。

ルータへの BBUアセンブリまたはブランクの取り付け
次の手順に従って、BBUアセンブリまたはブランクをルータに取り付けます。
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図 5 :ルータに取り付けられた BBUアセンブリまたはブランク

南京錠タブ4BBUガスケット1

ルータの下部にあるBBUセキュリ
ティネジ

5BBUアセンブリまたはブランク2

M6ボルト（4）3

手順

ステップ 1 BBUガスケットがガスケットの溝に完全に取り付けられ、シール面が汚れていないことを確認します。

ステップ 2 BBUセキュリティネジが完全に外されていることを確認します（BBUセキュリティネジを取り付ける（16
ページ）を参照）。

ステップ 3 BBUアセンブリまたはブランクをルータシャーシの位置に合わせます。南京錠タブの位置に注意してくだ
さい。

ステップ 4 BBUアセンブリを慎重にキャビティに完全に押し込みます。BBUは内部ガイドピンと自働位置合わせしま
す。M6ボルトが締められるまで、BBUアセンブリから離れないでください。

ステップ 5 10 mmソケットドライバを使用してM6ボルトを締めます。次の順序で 15〜 20インチポンドのトルクで
締めます。次に、順番に 30～ 35インチポンドのトルクで締め、最後まで締めます。

バッテリバックアップユニットの取り付け
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BBUセキュリティネジを取り付ける

BBUセキュリティネジはルータの下部にあります。

BBUセキュリティネジを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BBUセキュリティネジが保持プレートに当たるまで外します。

バッテリバックアップユニットの取り付け
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図 6 : BBUセキュリティネジ

BBUセキュリティネジ（3 mmの六角
頭が必要）

2保持プレート（取り外さないでくださ

い）

1

ステップ 2 ルータへの BBUアセンブリまたはブランクの取り付け（14ページ）の詳細な手順に従って、BBUアセン
ブリとトルクボルトを取り付けます。

ステップ 3 BBUセキュリティネジを 10〜 12インチポンドで締めます。

ルータからの BBUアセンブリまたはブランクの取り外し
ルータから SFPを取り外す手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BBUセキュリティネジが保持プレートに当たるまで外します。「図 6 : BBUセキュリティネジ（17ペー
ジ）」を参照してください。

ステップ 2 4本のM6ボルトを BBU前面プレートの 10 mmソケットで緩めます（前面プレートからボルトを取り外さ
ないでください）。

ステップ 3 BBUアセンブリまたはブランクをまっすぐ引き出します。

注意

BBUアセンブリは重量があります。

ステップ 4 BBUガスケットが所定の位置に留まり、シール面が汚れていないことを確認します。

バッテリバックアップユニットの取り付け
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BBU技術仕様
ここでは、BBUでサポートされる仕様と標準について説明します。

ルータの電源パスの選択

通常の動作時、ルータは内蔵 AC電源から電力が供給されます。AC電源が 85〜 250Vの範囲
外で 20ミリ秒以上中断されると、BBUは放電モードになり、ルータへの電力供給を開始しま
す。BBUは充電または放電できます。両方を同時にサポートすることはできません。

放電条件

表 1 :バッテリバックアップユニット：放電仕様

説明放電条件

10 Wの電力負荷で 4時間以上持続時間

• AC電源（85〜 250 Vの範囲）が 20ミリ秒以上検出されない

•残りの BBU容量が 5％ を超える

•外部周囲温度が -40〜122 °F（-40〜 50 °C）以内である

放電の開始1

• AC電源が 85〜 250Vの範囲で 20ミリ秒以上回復した

•残りの BBU容量が 5％ 未満

•外部周囲温度が -40〜122 °F（-40〜 50 °C）の範囲外である

放電の終了2

1
すべての条件が満たされた状態。

2
放電終了条件が満たされ、システムが検出された状態。

バッテリステータス低

バッテリ平均レベルが 20%を下回ると、デバイスは syslogメッセージと SNMPトラップを発
報します。show platform hardware battery detailsコマンドを使用して、現在の平均 BBU電力
レベルを表示します。デバイスで複数のバッテリユニットを使用している場合（最大3ユニッ
ト）、バッテリユニットは順番に放電します。

BBUが 3台使用されており、現在の平均バッテリ電力レベルが 20%とデバイスに表示
される場合、3番目の BBU電力レベルは約 60%になります。

バッテリバックアップユニットの取り付け
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充電条件

表 2 :バッテリバックアップユニット：充電仕様

説明充電条件

充電時は 20 W以下給電規格

•充電状態（SOC）が 85％ 未満

• AC電源が 85〜 250Vの範囲で 20ミリ秒以上検出された

•外部周囲温度が -20〜 40 °C（-4〜 104 °F）以内である

充電開始の制限3

• AC電源（85〜 250 Vの範囲）が 20ミリ秒以上検出されない

•外部周囲温度が -20〜 40 °C（-4〜 104 °F）の範囲外

充電終了4

3
すべての条件に合致したとき。

4
いずれかの条件に合致し、かつ、システムが検出されたとき。

動作時と保管時の温度

表 3 :バッテリバックアップユニット：動作時と保管時の温度

外部周囲温度ローカル BBUの内部温度BBUの状態

-20～ 40°C（-4～ 104°F）0～ 50°C（+32～ 122°F）充電中

-40～ 50°C（-40～ 122°F）-20～ 60°C（-4～ 140°F）放電中

-40～ 70°C（-40～ 158°F）-20～ 85°C（-4～ 185°F）動作（アイドル）

•短期：

-10〜 45°C（+14〜 113°F）、
最大 3ヵ月

•長期：

-3〜 25°C（+27〜 77°F）

-65%相対湿度

-40〜 90% SoC

-10〜 45°C（+14〜 113°F）、最大
3ヵ月

保管および輸送

バッテリバックアップユニットの取り付け
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バッテリ寿命

表 4 :バッテリバックアップユニット：バッテリ寿命

充放電サイクルバッテリ寿命製品 ID

5005年IRMH-BATT-4AH

バッテリバックアップユニットの取り付け

20

バッテリバックアップユニットの取り付け

バッテリ寿命



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


